
研
究
ノ
ー
ト西

洞
院
時
子
の
禁
裏
出
仕

 
 

豊
臣
政
権
期
の
あ
る
女
官
と
そ
の
父
の
動
向 

 

尾　

下　

成　

敏

は
じ
め
に

　

近
世
初
期
の
公
家
の
姉
妹
や
娘
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
天
皇
の
側
近
く

に
仕
え
る
女
官
に
な
る
の
か
、
ま
た
そ
の
際
、
彼
女
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
の
当
主

は
ど
う
行
動
す
る
の
か
、
こ
の
小
稿
は
、
か
か
る
問
い
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
近
世
初
期
の
後
陽
成
天
皇
・
後
水
尾
天
皇
・
明
正
天
皇
に
仕
え
た
女

官
の
う
ち
、
公
家
出
身
の
上
臈
・
典
侍
・
内
侍（
掌
侍
）、
す
な
わ
ち
上
級
の
女
官

に
関
す
る
研
究
を
見
る
。
す
る
と
、
彼
女
た
ち
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
で
は
な
い

が
（
（
（

、
右
の
よ
う
な
問
い
に
立
脚
し
た
研
究
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
う

し
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
は
、
天
皇
・
朝
廷
を
め
ぐ
る
政
治
史
・
社
会
史
の
な
か

に
女
官
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
試
み
が
乏
し
い（（
（

、
と
い
う
点
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
ま
た
後
陽
成
在
位
期
か
ら
明
正
在
位
期
ま
で
の
女
官
に
関
す
る
史
料
が
決

し
て
多
く
な
い
、
と
い
う
点
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
女
官
た
ち

の
活
動
が
う
か
が
え
る
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』（
以
下
『
お
湯
殿
』
と
略
称（
（
（

）も
、

こ
の
時
期
は
記
事
の
な
い
年
が
目
立
ち
、
記
事
が
残
る
年
で
も
、
彼
女
た
ち
の
禁

裏
出
仕
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
確
認
で
き
な
い
。
で
は
、
最
初
に
述
べ

た
問
い
は
、
意
味
の
な
い
も
の
で
、
か
つ
追
究
が
不
可
能
な
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。

　

あ
る
公
家
が
親
族
の
女
性
を
禁
裏
の
女
官
と
す
る
た
め
に
積
極
的
に
行
動
し
、

ま
た
禁
裏
出
仕
が
実
現
し
た
後
も
、
女
官
と
な
っ
た
彼
女
を
支
え
続
け
る
こ
と
は
、

天
皇
・
公
家
間
の
主
従
関
係
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
公
家
の
側
が

積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
は
、
彼
の
天
皇
に
対
す
る
従
属
度
が
高
く
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
そ
の
公
家
が
親
族
の
女
性
の
禁
裏
出
仕
に
つ
い
て

消
極
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
彼
の
天
皇
に
対
す
る
従
属
度
が
決
し
て
高
く
な
い

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
公
家
の
親
族
が
禁
裏
の
女
官
と
な
る
こ
と
か

ら
は
、
天
皇
・
公
家
間
の
主
従
関
係
を
推
し
は
か
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

　

公
家
の
娘
の
禁
裏
出
仕
の
経
緯
を
記
す
史
料
が
皆
無
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
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文
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す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
中
世
末
期
・
近
世
初
期
の
朝
廷
に
仕
え
た
公
家
の
西

洞
院
時
慶
は
、
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）に
娘
時
子
が
禁
裏
へ
出
仕
し
、
内
侍
と
し

て
後
陽
成
に
仕
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
身
の
日
記
「
時
慶
記
」（
以
下
『
時
慶
』

と
略
称
）の
慶
長
五
年
記（（
（

の
な
か
に
、
詳
細
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。

　

今
述
べ
た
二
つ
の
点
を
念
頭
に
置
け
ば
、
冒
頭
で
述
べ
た
二
つ
の
問
い
は
、
意

味
の
な
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
追
究
が
不
可
能
な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

ゆ
え
に
、
こ
の
小
稿
で
は
、
慶
長
五
年
に
西
洞
院
時
子
が
禁
裏
へ
出
仕
す
る
前
後

の
過
程
に
注
目
し
、
ま
ず
は
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
段
階
か

ら
、
慶
長
五
年
暮
れ
ま
で
の
時
子
を
め
ぐ
る
動
向
を
跡
づ
け（（
（

、
そ
の
上
で
、
彼
女

の
出
仕
に
つ
い
て
、
西
洞
院
家
当
主
の
時
慶
が
積
極
的
に
動
い
た
の
か
、
は
た
ま

た
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
検

討
を
進
め
る
際
に
は
、（
ア
）時
子
出
仕
の
話
を
持
ち
掛
け
た
の
は
天
皇
家
の
側
か
、

そ
れ
と
も
父
時
慶
の
側
か
、（
イ
）時
子
出
仕
の
後
、
時
慶
は
彼
女
を
ど
う
支
え
た

の
か
、
に
留
意
し
た
い
。
こ
の
二
点
は
、
時
慶
の
動
き
を
見
る
時
に
重
要
と
考
え

る
た
め
で
あ
る
。
出
典
は
断
ら
な
い
限
り
『
時
慶
』
で
あ
る
。

一
　
時
子
出
仕
ま
で
の
過
程

　

最
初
に
、
禁
裏
出
仕
前
の
時
子
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。
さ
き
に
述
べ
た
よ

う
に
、
彼
女
の
父
は
時
慶
で
あ
る（
生
母
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明
）。
公
家

社
会
に
お
け
る
西
洞
院
家
の
家
格
は
低
く
、「
半
家
」
と
呼
ば
れ
る
家
柄
に
属
し

て
い
た
。
同
家
に
時
子
が
誕
生
し
た
の
は
、
天
正
十
九
年（
一
五
九
一
）の
こ
と
と

見
ら
れ
る
。
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）の
彼
女
の
禁
裏
出
仕
を
伝
え
る
「
言
経
卿

記
」（
以
下
『
言
経
』
と
略
称
）に
、「
西
洞
院
娘（時
子
）十才

、
禁
中
内
侍
ニ
被
参
了
」
と

あ
る
の
で（（
（

、
生
年
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
判
断
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

説
明
が
後
回
し
に
な
っ
た
が
、「
時
子
」
と
い
う
名
は
、「
西
洞
院
家
系
譜
」
や
、

「
妙
法
院
文
書
」
の
な
か
の
「
禁
中
女
中
衆
之
覚
」
な
ど
に
見
え
る
名
だ（（
（

。
お
そ

ら
く
内
侍
の
地
位
に
あ
っ
た
頃
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
父
が
「
時
慶
」
で

あ
る
た
め
、「
時
子
」
と
呼
ば
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

付
言
す
る
と
、
時
慶
に
は
天
皇
家
に
仕
え
た
娘
が
幾
人
も
い
る
。
慶
長（
一
五

九
六
～
一
六
一
五
）の
初
年
で
あ
れ
ば
、
慶
長
四
年（
一
五
九
九
）以
前
に
、
娘
糸
が

後
陽
成
の
女
御
近
衛
前
子（（
（

の
女
房
と
な
り
、
慶
長
五
年
正
月
三
日
に
、
娘
茶
地

（
の
ち
按
察
局
と
呼
ば
れ
る
）が
後
陽
成
の
生
母
准
后
勧
修
寺
晴
子（（
（

の
女
房
と
な
っ
て

表 １　禁裏の上級女官たち

地　　位 人　　名

上　　臈

大 典 侍 大典侍（中山親子※1）

典　　侍 新典侍（松木氏女）
権典侍（日野輝子、のち藤大典侍）
目々典侍（庭田具子、のち源大典侍）

勾当内侍（長橋局） 長橋（持明院孝子、のち大納言典侍）

内　　侍
・持明院孝子が長橋局となった慶長 4年 8月 4日から、時子が新内侍とな
る直前の慶長 5年 8月15日までの、禁裏の上級女官を一覧化した。
・※ 1の中山親子：慶長 5年 5月 6日以降、禁裏での行動が確認できない。
・典拠は、『お湯殿』『時慶』『言経』や、『天皇皇族実録　後陽成天皇』第
2巻の典侍藤原親子・典侍藤原輝子・典侍源具子・掌侍藤原孝子の項に
収録された史料である。
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い
る
。
時
子
の
出
仕
前
に
も
西
洞
院
家
は
娘
を
天
皇
家
に
仕
え
さ

せ
て
い
た
の
だ
。

　

つ
ぎ
に
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
段
階
か
ら
、

彼
女
が
内
侍
と
し
て
禁
裏
へ
入
る
ま
で
の
段
階
を
跡
づ
け
て
お
く
。

　

時
子
出
仕
の
背
景
を
見
る
。
慶
長
四
年
六
月
頃
、
内
侍
の
上
首

た
る
長
橋
局（
勾
当
内
侍
）と
清
華
家
出
身
の
伝
奏
久
我
敦
通
が
密

通
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
前
者
が
禁
裏
を
退
出
し
た（
の
ち

行
方
知
れ
ず
と
な
る（
（1
（

）。
そ
し
て
、
こ
れ
に
伴
い
、
同
年
八
月
四
日
、

当
時
「
新
内
侍
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
持
明
院
孝
子
が
長
橋
局
と
な

る
（
（1
（

。
表
1
は
、
孝
子
の
長
橋
局
就
任
か
ら
時
子
の
内
侍
就
任
直
前

の
慶
長
五
年
八
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
を
対
象
に
、
上
級
女
官
を

一
覧
化
し
た
表
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
長
橋
局
以
外
の
内

侍
が
当
時
居
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
か
る
事
実
か
ら
、

孝
子
が
長
橋
局
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
で
、
内
侍
の
補
充
に
迫
ら

れ
た
と
い
う
事
情
が（（1
（

、
時
子
出
仕
の
直
接
の
契
機
と
考
え
ら
れ
よ

う
。

　

つ
ぎ
に
表
2
を
も
と
に
、
時
子
出
仕
ま
で
の
過
程
を
述
べ
る
。

時
慶
が
女
御
近
衛
前
子
や
准
后
勧
修
寺
晴
子
へ
、「
姫
カ
事
」
を

内
々
に
申
し
入
れ
た
の
は
、
慶
長
五
年
六
月
十
一
日
で
あ
る
。
こ

の
日
、
時
慶
の
娘
糸
や
、
晴
子
に
仕
え
る
女
房
綾（（1
（

が
公
家
町
の
西

洞
院
邸
を
訪
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
二
人
を
介
し
て

前
子
と
晴
子
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
日
、

時
慶
は
、
前
子
の
養
母
北
政
所（
お
ね
・
高
台
院
）に
仕
え
る
孝
蔵

表 ２　時子出仕までの過程

月　　日 出　　　来　　　事

6月11日 時慶、「姫カ事」を女御近衛前子や准后勧修寺晴子へ内々に申し入れる。孝蔵主にも同様の申
し入れを行う

孝蔵主から時慶に、書状で「姫カ事」に関する回答があり、時慶はその書状を前子と晴子に進
上する

7月 1日 時慶、「姫身上ノ儀」を前子の生母政所殿にも申し入れる

8月 7日 前子に仕える糸（時慶の娘）を介し、時慶が前子から「姫入内ノ義ニ付而衣裳等ノ事」を承る

8月 9日 時慶、前子の乳母右衛門督と自邸で談合、「息女姫入内ノ義」を申し談ず。右衛門督は「当分
調法難成」との認識を示す

8月10日 前子、時慶に、時子「入内」を来たる十三日に行うと伝える。時慶、これを承る（この日、前
子に仕える娘糸が時慶邸を訪れる）

時慶、晴子に対し、時子「入内」について「相意得申」と伝える

8月11日 時慶、娘糸から「姫事」を承る

時慶、小大夫を呼んで「知行・賜以下事」で談合を行い、前子に対し、時子「入内」に関し
「様子」を申し入れる

8月12日 時慶、時子「入内」のことで、「迎ノ物」として、米十石を下賜される

8月13日 この日が吉日ではないため、前子・晴子の了承のもと、時子「入内」が延期となる（時慶の申
し入れによるもの）

8月14日 時慶、時子「入内」を来たる十六日に行うと伝えられ、これを了承する

8月15日 時子「入内」により、この日の時慶は慌ただしい

8月16日 時子、新内侍として「入内」する。後陽成天皇に拝謁する

時子はいったん晴子のもとへ参り、そこから、新典侍のもとへ行き、その後、前子のもとへも
赴く。当面の間は、新典侍が時子を預かる

・時子の禁裏出仕の話が持ち上がった段階から、時子出仕までの動きを一覧化した。
・出典は、断りがない限り『時慶』である。
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主
に
も
、
同
様
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
京
都
在
住

の
孝
蔵
主
か
ら
書
状
が
到
来
し
、
時
慶
は
こ
れ
を
前
子
と
晴
子
に
進
上
す
る
。
さ

ら
に
、
お
よ
そ
三
週
間
後
の
七
月
一
日
、
時
慶
は
前
子
の
実
母
政
所
殿（
近
衛
龍
山

室
）へ
「
姫
身
上
ノ
儀
」
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
経
過
か
ら
推
し
て
、「
姫
カ
事
」「
姫
身
上
ノ
儀
」
は
、
時
子
の
禁
裏

出
仕
の
件
を
指
し
、
孝
蔵
主
の
書
状
も
、
そ
の
こ
と
に
関
わ
る
内
容
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
上
、
彼
女
の
書
状
が
女
御
前
子
・
准
后
晴
子
の
両
人
に
進
上
さ
れ
た
点
か
ら

す
れ
ば
、
孝
蔵
主
の
書
状
の
内
容
は
、
時
慶
の
意
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
降
、
孝
蔵
主
が
時
子
出
仕
の
一
件
に
関
わ
っ
た
形
跡
は
な

く
、
七
月
に
入
る
と
、
今
度
は
政
所
殿
が
時
子
の
出
仕
話
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

『
時
慶
』
を
一
読
す
る
限
り
、
そ
の
後
、
一
ヵ
月
近
く
の
間
、
時
子
出
仕
に
関

す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
八
月
七
日
以
降
、
こ
の
話
は
急
速
に
進

む
こ
と
に
な
る
。
表
2
を
見
る
と
、
時
子
の
出
仕
に
つ
い
て
、
時
慶
と
女
御
前
子

の
間
で
話
が
進
み
、
前
子
の
乳
母
右
衛
門
督
や
時
慶
の
娘
糸
が
前
子
の
使
者
と
し

て
、
こ
の
出
来
事
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

具
体
的
に
述
べ
よ
う
。
八
月
七
日
、
糸
が
前
子
の
使
者
と
し
て
西
洞
院
邸
を
訪

れ
、「
姫（時
子
）入

内
ノ
義
付
而
衣
裳
等
ノ
事
」
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
「
入

内
」
は
時
子
の
出
仕
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
ま
た
「
衣
裳
」
の
語
も
見
え
る
の

で
、
こ
の
日
ま
で
に
時
子
の
禁
裏
出
仕
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

八
月
九
日
、
今
度
は
右
衛
門
督
が
西
洞
院
邸
を
訪
れ
、
時
慶
と
時
子
出
仕
の
こ

と
で
談
合
に
及
ん
だ
が
、
こ
の
時
、
右
衛
門
督
は
時
慶
に
「
当
分
調
法
難
成
ト
ノ

儀
也
」
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
禁
裏
出
仕
の
準
備
に
さ
ら
な
る
時
間
を
要
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
翌
十
日
、
女
御
前
子
が
時
慶
に
、
時
子

「
入
内
」
を
三
日
後
の
八
月
十
三
日
に
行
う
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
日
、
時
慶
の

娘
糸
が
西
洞
院
邸
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
彼
女
が
前
子
の
使
者
と

し
て
父
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
。
か
く
し
て
時
子
出
仕
の
準
備
は
、

三
日
の
う
ち
に
済
ま
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

准
后
勧
修
寺
晴
子
も
時
子
「
入
内
」
に
関
わ
っ
た
よ
う
だ
。『
時
慶
』
を
見
る

限
り
、
時
子
出
仕
ま
で
の
間
、
晴
子
は
こ
の
一
件
に
関
す
る
記
事
に
あ
ま
り
登
場

し
な
い
。
し
か
し
、
女
御
前
子
と
同
様
、
時
子
の
出
仕
に
同
意
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
時
子
「
入
内
」
を
来
た
る
十
三
日
に
行
う
、
と
前

子
が
時
慶
に
伝
え
た
八
月
十
日
、
時
慶
が
晴
子
に
対
し
、「
入
内
」
に
つ
い
て

「
相
意
得
申
」
と
言
上
し
た
事
実
や
、
同
月
十
三
日
、
時
慶
の
申
し
入
れ
に
よ
り
、

前
子
・
晴
子
両
人
の
了
承
の
も
と
で
、
時
子
「
入
内
」
が
延
期
と
な
っ
た
事
実

（
表
2
参
照
）か
ら
う
か
が
え
よ
う
。

　

時
子
「
入
内
」
は
八
月
十
六
日
で
あ
る
。
こ
の
日
、
彼
女
は
禁
裏
へ
赴
い
て
後

陽
成
に
拝
謁
し
、
内
侍
と
し
て
奉
公
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
呼
び
名
は
「
新
内

侍
」
で
あ
る（（1
（

。
ま
た
こ
の
日
は
、
女
御
前
子
・
准
后
晴
子
や
新
典
侍（
松
木
氏
女（
（1
（

）

の
も
と
へ
も
赴
き
、
新
典
侍
の
も
と
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て

時
子
の
出
仕
に
よ
り
、
新
た
な
内
侍
が
補
充
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
仕

し
た
こ
の
日
か
ら
、
慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）五
月
二
十
三
日
に
暇
を
出
さ
れ
禁

裏
を
退
出
す
る
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
間
、
時
子
は
内
侍
と
し
て
後
陽
成
に
仕
え
、

皇
女（
後
の
大
聖
寺
門
跡
永
崇
）と
皇
子（
高
雲
院
・
夭
折
）を
儲
け
る
こ
と
に
な
る（（1
（

。

　

以
上
、
時
子
が
内
侍
と
し
て
禁
裏
へ
入
る
ま
で
の
過
程
を
見
た
。
右
に
記
し
た

経
過
を
見
る
限
り
、
時
子
の
出
仕
は
、
女
御
前
子
や
准
后
晴
子
、
つ
ま
り
は
天
皇

家
の
側
が
西
洞
院
家
に
出
仕
を
持
ち
か
け
、
そ
れ
に
同
家
当
主
の
時
慶
が
同
意
し
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て
実
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
時
慶
が
前
子
や
晴
子
に
対
し
て
、
娘
の
出
仕
話
を

も
ち
か
け
、
さ
ら
に
は
、
彼
が
前
子
の
養
母
北
政
所
に
仕
え
る
孝
蔵
主
や
、
実
母

政
所
殿
を
巻
き
込
ん
で
実
現
し
た
出
来
事
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

二
　
内
侍
時
子
を
支
え
る
父
時
慶

　

最
初
に
、
内
侍
就
任
後
の
時
子
の
活
動
を
見
る
。
お
も
に
表
3
に
も
と
づ
い
て

話
を
進
め
よ
う
。

　

ま
ず
は
時
子
の
居
所
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）

八
月
十
六
日
の
出
仕
直
後
、
時
子
は
新
典
侍（
松
木
氏
女
）の
も
と
に
預
け
ら
れ
た

が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
新
典
侍
が
後
陽
成
の
勘
気
に
ふ
れ
る
と
い
う
出
来
事

が
起
こ
っ
た（（1
（

。
そ
の
た
め
、
十
月
二
十
八
日
、
時
子
は
女
御
近
衛
前
子
の
も
と
に

預
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
前
子
の
も
と
で
暮
ら
し
、
約
一
年

一
ヵ
月
後
の
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）十
一
月
二
十
八
日
、
禁
裏
の
な
か
に
自
身
の

局
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
へ
移
っ
た（（1
（

。

　

つ
ぎ
に
慶
長
五
年
中
の
禁
裏
の
内
外
に
お
け
る
時
子
の
活
動
を
見
る
。
九
月
一

日
、
朝
の
御
盃
が
行
わ
れ
、
時
子
が
白
い
土
器
を
献
上
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
日

の
夜
に
祝
宴
が
開
か
れ
、
彼
女
が
女
御
前
子
の
配
膳
役
を
務
め
た
。
九
月
八
日
、

菊
綿
御
祝
が
行
わ
れ
た
が
、
時
子
も
そ
の
場
に
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
翌
九
日

夜
、
祝
宴
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
お
り
、
彼
女
は
「
女
中
の
さ
か
月
」（
女
官
ら
に

振
舞
う
酒
肴
ヵ
）を
負
担
し
た
。
十
月
十
五
日
に
は
後
陽
成
へ
蜜
柑
と
栗
を
献
上
し

て
い
る
。
な
お
、
十
五
日
は
後
陽
成
の
生
ま
れ
た
日
で
あ
る
か
ら（（1
（

、
誕
生
日
の
祝

と
判
断
で
き
よ
う
。
暮
れ
の
十
二
月
二
十
三
日
、
時
子
は
公
家
町
の
西
洞
院
邸
に

里
帰
り
し
た
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
禁
裏
へ
戻
っ
て
い
る
。

　

禁
裏
で
行
わ
れ
た
誦
経
も
、
時
子
の
活
動
を
見
る
際
に
は
無
視
で
き
な
い
。

『
時
慶
』
慶
長
五
年
九
月
十
五
日
条
に
は
「
禁
中
御
用
ト
テ
、
新（時
子
）内侍

ノ
局
ヨ
リ

心
経
九
十
巻
可
誦
旨
候
間
、
即
応
候
」
と
あ
り
、
類
似
し
た
記
述
は
こ
の
年
の
十

月
十
五
日
条
や
十
二
月
十
五
日
条
に
も
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
九
月
十
五
日
条
に

注
目
す
る
が
、
こ
の
記
事
は
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
時
子
が
時
慶
に
対
し
、
禁
中

の
御
用
と
し
て
般
若
心
経
九
十
巻
を
誦
す
よ
う
伝
え
て
き
た
の
で
、
こ
れ
に
応
じ

た
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、『
時
慶
』
以
外
の
史
料
に
目
を
通
す
と
、
少
し
異
な
る

理
解
が
浮
上
す
る
。

　

前
述
の
如
く
、
十
五
日
は
後
陽
成
の
生
ま
れ
た
日
に
当
た
る
が
、『
お
湯
殿
』

に
拠
れ
ば
、
こ
の
年
の
九
月
・
十
月
・
十
二
月
の
十
五
日
に
、
禁
裏
で
は
後
陽
成

の
誕
生
日
の
行
事
と
し
て
、
女
官
た
ち
が
般
若
心
経
の
読
誦
を
行
っ
て
い
る（（2
（

。
さ

ら
に
、『
時
慶
』
慶
長
五
年
十
二
月
十
五
日
条
に
は
「
新（時
子
）内侍

ニ
被
仰
出
心
経
九

十
巻
代、

読、

誦、

」
と
い
う
記
述
も
見
え
る
。
こ
う
し
た
点
を
勘
案
す
る
な
ら
、
さ
き

に
挙
げ
た
慶
長
五
年
九
月
十
五
日
条
の
記
述
は
、
後
陽
成
の
誕
生
日（
毎
月
十
五

日
）に
際
し
て
、
本
来
な
ら
内
侍
時
子
が
行
う
べ
き
般
若
心
経
の
読
誦
を
、
父
時

慶
が
代
わ
り
に
行
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
そ
れ
は
時
子
の
依

頼
に
よ
り
、
九
月
・
十
月
・
十
二
月
の
十
五
日
に
な
さ
れ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

慶
長
五
年
の
九
月
十
六
日
に
も
禁
裏
で
誦
経
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
出
来
事
と

対
応
す
る
記
事
が
『
時
慶
』
に
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
同
日
条
の
「
新（時
子
）内侍

ヨ
リ

為
御
祈
念
ニ
心
経
二
巻
・
観
音
経
一
巻
・
光
明
真
言
十
六
反
可
誦
旨
候
」
と
い
う

記
述
だ
。
こ
れ
も
本
来
で
あ
れ
ば
、
時
子
が
行
う
べ
き
誦
経
を
、
彼
女
の
依
頼
に

よ
り
時
慶
が
代
わ
り
に
行
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

西洞院時子の禁裏出仕
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表 3　禁裏出仕後の時子をめぐる動き

月　　日 出　　　来　　　事

8月16日 時子、新内侍として「入内」する。後陽成天皇に拝謁する

時子には女房二人、小姓、下女が随う。唐櫃やその他の道具も携える

時慶、女御近衛前子・准后勧修寺晴子・長橋局・大御乳人・新典侍らに対し、進物を献上する

8月17日 時慶、時子が在りつく由を耳にする。また前子・晴子から懇ろに承る

8月18日 新典侍、時子に「知行ノ朱印・水帳」を渡す

時慶、長橋局に「手次ノ様」を尋ねる

時子、時慶に、「イロハ」を所望する。時慶、これを書いて送る

8月19日 時慶、時子の所領近江高嶋郡内の「水帳」を書写する。時子のもとへも出向く

8月20日 時慶、長橋局の下代久助から、時子の所領の「水帳」について説明を受ける

8月22日 新典侍のもとで時慶らを交え、時子の盃祝が行われる

8月26日頃 26日以前に、時子、前子から練を賜る

8月28日頃 28日以前に、時子、前子から袴を賜る

9月 1日 この日夜の禁裏における祝宴で、前子の配膳を時子が務める。また朝の御盃では、時子が白
い土器を献上（『お湯殿』）

9月 3日 時慶、時子のもとにいた官女千世を呼び戻し、鍋を官女として遣わす

9月 8日 時子、禁裏の菊綿御祝に参加（『お湯殿』）

9月 9日 この日夜の禁裏における祝宴で、時子が「女中のさか月」を負担（『お湯殿』）

9月15日 時子、禁中御用として、般若心経を誦すことになるが、この時は父時慶がこれを代行する

9月16日 時子、御祈念として、般若心経・観音経・光明真言を誦すことになるが、父時慶がこれを代
行する

10月15日 時子、後陽成へ蜜柑と栗を献上する

時子、般若心経を誦すよう命じられるが、父時慶がこれを代行した

10月24日 時子、新典侍のもとから、前子のもとへ預けられることが決まる

10月28日 この日以降、時子が前子のもとに預けられる

11月 5 日 時子、前子から白練を賜る。後日（11月 6 日もしくは 8日）、時慶がこの件で前子に礼を申し
入れる

11月12日頃 時子、後陽成から「御クハリ」の盃台を賜る

11月18日 この日、徳川秀忠・松平忠吉兄弟が参内する。時子は秀忠から銀子 2枚を、忠吉から銭200
疋を贈られる

12月15日 時子、般若心経を誦すよう命じられるが、父時慶がこれを代行した

12月23日 時子、西洞院邸へ里帰りし、その日のうちに禁裏へ戻る。この時、時子は後陽成と前子から
酒と肴を賜る

12月26日頃 時子、北政所から呉服を賜る

12月28日 この日、政仁親王に対し親王宣下が行われる。この時、時子は親王宣下の祝儀として米 5石
を賜る。時慶はこれを、時子が召し使う者の給分に充てる

12月29日 時子、照高院門跡道澄に書状を送る

時慶、時子に中折紙三帖と鳥子紙二・三枚を贈る
・時子の禁裏出仕から慶長 5年暮れまでの動きを一覧化した。
・出典は、断りがない限り『時慶』である。
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で
は
、
な
ぜ
時
子
で
は
な
く
時
慶
が
誦
経
を
行
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
経
典
が
漢

字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
女
性
が
お
も
に
仮
名
文
字
を
用
い
た
こ
と
が
背
景

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
女
性
の
時
子
に
と
っ
て
、
般
若
心
経
な
ど
の
経
典
は

馴
染
み
の
薄
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
時
慶
が
誦
経
を
代
わ
り
に
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
。
付
言
す
る
と
、
か
か
る
事
例
は
こ
の
後
も
見
ら
れ
、
時
子
十

九
歳
の
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）五
月
十
五
日
、
後
陽
成
の
命
で
彼
女
が
般
若
心

経
九
十
巻
を
読
誦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
は
、
時
慶
が
こ
れ
を
代
わ
り
に
行
っ
て

い
る
。

　

以
上
、
時
子
の
居
所
の
変
遷
や
そ
の
活
動
を
跡
づ
け
、
ま
た
禁
裏
で
行
わ
れ
た

誦
経
を
事
例
に
、
本
来
時
子
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
、
父
親
の
時
慶
が
代
行
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
か
か
る
事
実
か
ら
、
出
仕
後
の
時
子
の
禁
裏
に
お
け
る

活
動
を
、
時
慶
が
支
え
た
点
が
浮
か
び
上
が
ろ
う（（2
（

。

　

時
慶
が
時
子
を
支
え
る
事
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
や
や
先
走
っ
て
言
え
ば
、

そ
れ
は
経
済
的
基
盤
と
奉
公
人
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。

　

禁
裏
出
仕
か
ら
二
日
後
の
慶
長
五
年
八
月
十
八
日
、
時
子
は
新
典
侍
か
ら
「
知

行
ノ
朱
印
・
水
帳
」
を
渡
さ
れ
た
。「
朱
印
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
豊
臣
政
権

が
発
給
し
た
新
知
給
付
の
文
書（（2
（

と
、「
水
帳
」
す
な
わ
ち
検
地
帳
が
渡
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
時
子
は
豊
臣
政
権
か
ら
所
領
を
与
え
ら
れ
た
の
だ
。

所
領
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
近
江
高
島
郡
内
の
地
が
与
え
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る（（2
（

。

　

か
く
し
て
時
子
は
領
主
と
な
っ
た
の
だ
が
、
当
時
わ
ず
か
十
歳
の
彼
女
に
所
領

支
配
を
遂
行
で
き
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
彼
女

は
日
頃
禁
裏
に
居
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
時
子
に
代
わ
り
支
配
を
行
っ
た

人
物
が
い
た
と
判
断
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
『
時
慶
』
の
慶
長
五
年
記
を
見
る
。
こ
の
年
の
八
月
十
九
日
、
時
慶
が

近
江
高
島
郡
内
の
時
子
領
の
検
地
帳
を
書
写
し
て
い
る
。
ま
た
翌
二
十
日
、
時
慶

の
求
め
に
応
じ
、
長
橋
局（
持
明
院
孝
子
）の
下
代
久
助
が
時
子
領
の
検
地
帳
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
子
領
が
山
城
国
内
の
松
崎（
松
ヶ
崎
ヵ
）と

久
我
の
二
つ
の
村
に
替
地
さ
れ
た（（2
（

後
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
時
子
出
仕
の
翌
々
年

に
あ
た
る
慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）の
十
月
三
日
、
時
慶
は
家
臣
の
関
喜
蔵
を
久
我

村
に
派
遣
し
て
い
る
。
こ
れ
は
時
子
領
の
「
免
合
見
付
」
の
た
め
で
あ
っ
た
。
こ

の
事
実
か
ら
は
、
家
臣
を
村
の
免
合（
免
相
）に
立
ち
合
わ
せ
た
と
い
う
推
測
が
生

じ
よ
う
。
ま
た
翌
四
日
、
時
慶
は
喜
蔵
か
ら
書
状
で
報
告
を
受
け
、
判
升
を
遣
わ

し
た
。
こ
れ
も
前
日
と
同
じ
く
年
貢
収
納
に
向
け
た
措
置
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

二
日
後
の
十
月
六
日
、
久
我
村
か
ら
喜
蔵
が
帰
京
し
、
こ
う
し
た
措
置
が
大
方
済

ん
だ
と
時
慶
に
報
告
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
慶
長
五
年
や
同
七
年
の
事
例
か
ら
、
幼
い
時
子
に
代
わ
り
所
領
支

配
を
遂
行
し
た
の
は
、
父
時
慶
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
彼
は
時
子

領
の
支
配
を
代
行
す
る
こ
と
で
、
内
侍
と
し
て
天
皇
に
仕
え
る
娘
を
支
え
た
の
だ（（2
（

。

な
お
、
慶
長
五
年
の
事
例
や
、
時
子
十
五
歳
の
慶
長
十
年（
一
六
〇
五
）の
事
例
で

表 4　時慶から時子への
贈答品

月　　日 贈 答 品

1月17日 茎立一折

4月 2日 筆

6月 9日 衣

7月 5日 山桝

7月13日 蓮飯

7月 丸生絹

8月 1日 甘酒双瓶

8月15日 朝倉山桝

10月11日 杉原紙一帖

12月23日 雁汁
・慶長10年に、時慶が時子へ
遣わした贈答の品を一覧化
した。
・出典は、断りがない限り
『時慶』である。
・丸生絹については、慶長10
年 7 月 5 日条・同月20日
条・同月21日条を参照のこ
と。
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言
え
ば
、
時
慶
が
時
子
に
対
し
、
中
折
紙
・
鳥
子
紙
、
あ
る
い
は
茎
立
・
筆
・

衣
・
山
桝（
朝
倉
山
桝
）・
蓮
飯
・
丸
生
絹
・
甘
酒
・
杉
原
紙
・
雁
汁
を
贈
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
金
銀
や
銭
・
米
を
贈
っ
た
り
、
貸
し
た
り
し
た
し
た
事
実
は
確
認

で
き
な
い（
表
3
・
表
4
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
時
子
領
に
お
い
て
年
貢
等
の
収
納
が

遂
行
で
き
れ
ば
、
金
銀
・
銭
・
米
を
贈
る
、
あ
る
い
は
貸
す
と
い
っ
た
行
為
は
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
時
慶
に
と
っ
て
、
時
子
の
禁
裏
出

仕
は
大
き
な
経
済
的
負
担
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

奉
公
人
に
関
す
る
事
柄
に
話
を
移
す
。『
時
慶
』
に
拠
れ
ば
、
時
子
の
禁
裏
出

仕
時
、
彼
女
に
女
房
二
人
、
小
姓
、
下
女
が
随
行
し
て
い
る
。
か
か
る
事
実
は
、

時
子
付
の
奉
公
人
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
時
子
の
出
仕
か
ら
間
も
な

い
慶
長
五
年
九
月
三
日
、
時
慶
は
時
子
付
の
千
世
と
い
う
女
性
を
西
洞
院
家
に
呼

び
戻
し
、
代
わ
り
に
「
鍋
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
を
時
子
付
と
し
た
。
し
か
し
や
が

て
、
こ
の
鍋
に
よ
る
問
題
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
時
慶
は
彼
女
に
暇
を

出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
子
出
仕
か
ら
五
年
後
の
慶
長
十
年
八
月
十
六
日
の
出

来
事
で
あ
る
。

　

ま
た
慶
長
五
年
十
二
月
二
十
八
日
、
前
子
所
生
の
皇
子
政
仁
親
王（
後
の
後
水
尾

天
皇
）に
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
た
際
、
時
子
は
米
五
石
を
下
賜
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、

時
慶
は
こ
れ
ら
を
時
子
付
の
者
た
ち
へ
の
給
分
に
充
て
て
い
る
。
さ
ら
に
時
子
出

仕
か
ら
お
よ
そ
四
年
後
の
慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）六
月
三
日
、
時
子
付
の
辰
と
い

う
女
性
に
、
時
慶
は
「
局
ノ
置
目
」（
奉
公
に
際
し
て
の
規
則
ヵ
）を
申
し
聞
か
せ
た（（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
慶
は
時
子
に
代
わ
っ
て
、
時
子
領
の
支
配
の
遂
行
、
時
子
付

の
者
た
ち
へ
の
給
分
の
支
払
い
や
、
こ
う
し
た
者
た
ち
の
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ

て
い
た
。
こ
れ
も
女
官
と
な
っ
た
娘
を
支
え
る
た
め
の
行
動
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に
―
西
洞
院
親
子
の
事
例
の
歴
史
的
位
置
付
け
―

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
挙
げ
て
お
く
。

（
1
）時
子
の
禁
裏
出
仕
は
、
西
洞
院
家
の
当
主
時
慶
が
女
御
近
衛
前
子
や
准
后
勧

修
寺
晴
子
に
、
時
子
の
出
仕
話
を
も
ち
か
け
、
さ
ら
に
は
、
彼
が
前
子
の
養

母
北
政
所
に
仕
え
る
孝
蔵
主
や
、
前
子
の
実
母
政
所
殿
を
巻
き
込
ん
で
実
現

し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

（
2
）時
子
出
仕
後
の
禁
裏
で
の
誦
経
の
事
例
か
ら
、
本
来
、
内
侍
で
あ
る
彼
女
が

果
た
す
べ
き
役
割
を
、
時
慶
が
代
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
時
子
の
禁
裏

に
お
け
る
活
動
を
時
慶
が
支
え
た
の
で
あ
る
。

（
3
）時
慶
は
幼
い
時
子
に
代
わ
り
、
時
子
領
の
支
配
の
遂
行
の
ほ
か
、
時
子
付
の

者
た
ち
へ
の
給
分
の
支
払
い
や
、
こ
う
し
た
者
た
ち
の
取
り
締
ま
り
に
当

た
っ
た
。
こ
れ
も
娘
を
支
え
る
た
め
の
行
動
と
言
え
る
。

　

右
に
挙
げ
た
点
か
ら
、
時
子
が
禁
裏
へ
出
仕
し
、
後
陽
成
に
内
侍
と
し
て
仕
え

る
こ
と
に
つ
い
て
、
父
時
慶
は
積
極
的
に
行
動
し
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
西
洞
院
家
は
天
皇
家
へ
の
従
属
を
強
め
た
と
見
て
よ
い
だ

ろ
う
。

　

最
後
に
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
と
、
そ
れ
を
支
え
た
時
慶
の
行
動
の
歴
史
的
な
位

置
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
注
目
し
た
い
点
が

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
戦
国
・
豊
臣
政
権
期
に
お
け
る
天
皇
と
公
家
の
関
係
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
当
該
期
の
後
宮
の
女
性
た
ち
を
と
り
ま
く
経
済
的
な
状
況
で

あ
る
。
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豊
臣（
羽
柴
）秀
吉
が
関
白
と
な
っ
て
間
も
な
い
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）十
一

月
、
豊
臣
政
権
は
多
く
の
公
家
衆
に
領
知
判
物
や
領
知
朱
印
状
を
発
給
し
、「
朝

役
」
を
専
ら
に
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
よ
そ
二
年
半
後
の
天
正
十
六

年（
一
五
八
八
）四
月
、
秀
吉
が
後
陽
成
を
居
城
聚
楽
第
に
迎
え
た
お
り
、
豊
臣
政

権
は
す
べ
て
の
公
家
に
領
知
判
物
や
領
知
朱
印
状
を
与
え
、
近
江
高
島
郡
内
で
所

領
を
加
増
し
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
「
御
奉
公
」
に
励
む
よ
う
命
じ
た
。
ま
た
同
時

に
「
御
奉
公
」
を
怠
っ
た
廷
臣
に
つ
い
て
は
、
後
陽
成
の
叡
慮
次
第
で
高
島
郡
内

の
所
領
を
没
収
で
き
る
と
も
定
め
た
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
朝
役
」「
御
奉

公
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
朝
廷
に
お
い
て
官
位
叙
任
や
神
仏
事
な
ど
の
朝
儀
公

事
に
携
わ
り
、
後
陽
成
や
正
親
町
上
皇
に
仕
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る（（2
（

。

こ
の
よ
う
に
、
豊
臣
政
権
期
の
公
家
衆
は
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
む
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
時
慶
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た（（2
（

。

　

聚
楽
第
行
幸
の
お
り
、
女
御
前
子
、
准
后
晴
子
や
禁
裏
の
女
官
ら
に
所
領
が
給

付
さ
れ
た
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
豊
臣
政
権
は
、
前
子
と
晴
子
に
所
領

三
百
石
を
、
大
典
侍（
中
山
親
子
）・
長
橋
局
・
大
御
乳
人
に
所
領
百
石
を
、
そ
の

他
の
女
官
に
所
領
五
十
石
を
給
付
し（（2
（

、
後
宮
を
支
え
る
経
済
的
な
基
盤
を
と
と
の

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
禁
裏
の
女
官
や
前
子
付
、
晴
子
付
の
女
房
と
し

て
出
仕
し
た
公
家
の
親
族
の
女
性
の
後
宮
に
お
け
る
活
動
を
、
実
家
が
支
え
て
い

く
こ
と
を
容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
豊
臣
政
権
の
政
策
は
、
戦
国
期
の
公
家
社
会
で
見
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
、
す
な
わ
ち
天
皇
へ
の
従
属
度
が
高
く
な
い
公
家
が
目
立
ち
、
か
つ
後
宮
へ

出
仕
し
た
親
族
の
女
性
を
、
公
家
が
経
済
的
な
面
で
支
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら（（3
（

、
天
皇
家
に
対
す
る
公
家
衆
の
従
属
を
強
め
る
政
策
、

後
宮
に
出
仕
し
た
親
族
の
女
性
を
公
家
が
支
え
続
け
る
こ
と
を
比
較
的
容
易
に
す

る
政
策
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
豊
臣
政
権
期
に
は
天
皇
家
へ
の
従
属
を
強
め
る
公

家
、
後
宮
で
活
動
す
る
親
族
の
女
性
を
支
え
続
け
る
公
家
が
実
際
に
存
在
し
た
。

西
洞
院
親
子
の
事
例
は
、
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
事
例
で
あ
ろ
う（（3
（

。

　

時
慶
は
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
み
、
豊
臣
政
権
期
に
は
外
様
の
公
家
衆
と

し
て
禁
裏
の
当
番
や
、
正
親
町
の
居
る
院
御
所
の
当
番
を
務
め
、
ま
た
時
に
は
他

の
公
家
の
代
理
で
禁
裏
の
当
番
を
務
め
た
。
禁
裏
で
行
わ
れ
た
和
漢
聯
句
会
で
は
、

時
慶
は
執
筆
の
役
を
た
び
た
び
務
め
る
な
ど
し
て
、
文
芸
の
世
界
で
も
活
躍
を
見

せ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
禄
二
年（
一
五
九
三
）十
一
月
に
は
後
陽
成
の
命
を
受
け
、

公
家
の
六
条
有
親
と
と
も
に
「
古
文
孝
経
」
の
板
行（
文
禄
勅
版
の
刊
行
）に
当
た
っ

た
（
（3
（

。

　

時
慶
の
娘
た
ち
が
後
宮
へ
出
仕
し
た
事
実
も
注
目
に
値
す
る
。
時
子
の
出
仕
以

前
な
ら
、
糸
が
女
御
前
子
に
、
茶
地
が
准
后
晴
子
に
仕
え
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の

出
仕
話
を
持
ち
か
け
た
の
が
時
慶
な
の
か
、
そ
れ
と
も
前
子
や
晴
子
な
の
か
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
娘
を
女
御
や
准
后
の
も
と
へ
奉
公
に
出
す
こ
と
は
、

天
皇
家
へ
の
忠
誠
心
を
示
す
行
為
で
あ
る
。
表
現
を
変
え
る
な
ら
、
天
皇
・
朝
廷

に
対
す
る
奉
公
の
一
環
と
も
言
え
よ
う
。

　

同
じ
よ
う
な
点
は
、
時
子
の
場
合
に
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
時
慶
は
、
彼
女

の
出
仕
話
を
前
子
や
晴
子
に
持
ち
か
け
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
家

へ
の
忠
誠
心
を
誇
示
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
る
と
、
娘
を
も
う

一
人
後
宮
に
出
仕
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
ん
だ
の
で
あ
る（（3
（

。

そ
し
て
、
時
子
が
禁
裏
へ
入
っ
た
後
、
時
慶
は
彼
女
を
支
え
る
た
め
に
行
動
し
た（（3
（

。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
と
、
そ
れ
を
支
え
る
父
時
慶
の
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行
動
は
、
豊
臣
政
権
の
対
朝
廷
政
策
を
背
景
と
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。注（

1
）	

神
田
裕
理
「
織
豊
期
の
後
宮
女
房
」（
神
田
『
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
と
公
家
社

会
』
収
録　

校
倉
書
房　

二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
七
年
・
九
八
年
）、
同
「
公

家
の
女
性
が
支
え
る
天
皇
の
血
脈
維
持
」（
神
田
編
『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た 

戦
国
時

代
の
天
皇
と
公
家
衆
た
ち
』
収
録　

洋
泉
社　

二
〇
一
五
年
）、
久
保
貴
子
『
後
水

尾
天
皇
』
第
五
章（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
八
年
）、
同
「
禁
裏
女
房
の
人
事
と

職
務
」（
総
合
女
性
史
学
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史
』
収
録　

吉
川
弘
文
館　

二
〇

一
三
年
）。

　
　
　

こ
の
ほ
か
、
近
世
全
般
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
、
奥
野
高
広
『
皇
室
御
経
済
史

の
研
究　

後
篇
』
第
三
章（
畝
傍
書
房　

一
九
四
四
年
）、
河
鰭
實
英
『
宮
中
女
官
生

活
史
』（
風
間
書
房　

一
九
六
三
年
）一
六
頁
～
三
三
頁
、
北
上
真
生
「
近
世
期
に
お

け
る
女
房
日
記
の
視
点
と
方
法
」（『
國
文
論
叢
』
四
〇　

二
〇
〇
八
年
）が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
2
）	

注（
1
）で
挙
げ
た
神
田
氏
や
久
保
氏
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
試
み
で
あ
る
。

（
3
）	

本
稿
で
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
お
湯
殿
』
を
用
い
て
い
る
。

（
4
）	

天
正
十
五
年
～
慶
長
十
八
年
ま
で
が
活
字
化
さ
れ
、
臨
川
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
小
稿
で
は
、
同
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
時
慶
』
を
使
用
し
て
い
る
。

（
5
）	

時
慶
は
そ
の
日
記
の
な
か
で
、
慶
長
五
年
以
降
の
時
子
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
を

残
し
た
が
、
か
か
る
『
時
慶
』
の
記
事
を
一
々
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
紙
数
の
都
合

上
、
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
検
討
の
対
象
と
す
る
時

期
を
、
お
も
に
慶
長
五
年
と
し
た
。

（
6
）	

『
言
経
卿
記
』（
以
下
、『
言
経
』
と
略
称
）慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
。
こ
の
小
稿

で
は
、
大
日
本
古
記
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
言
経
卿
記
』
を
用
い
て
い
る
。

（
7
）	

「
西
洞
院
家
系
譜
」（『
天
皇
皇
族
実
録　

後
陽
成
天
皇
実
録
』〈
ゆ
ま
に
書
房
〉
第

二
巻
、
八
〇
五
頁
・
八
〇
六
頁
収
録
）、
慶
長
十
年
四
月
一
日
「
禁
中
女
中
衆
之

覚
」（『
妙
法
院
史
料
』
第
五
巻
、
二
五
六
頁
・
二
五
七
頁
に
「
後
陽
成
天
皇
宸
筆
禁

中
女
中
衆
覚
書
」
と
し
て
収
録
）。
な
お
、
時
子
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
天

皇
皇
族
実
録　

後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
掌
侍
平
時
子
の
項
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
）	

前
子
は
、
摂
家
の
近
衛
家
の
出
身
で
あ
る
が
、
関
白
豊
臣（
羽
柴
）秀
吉
・
北
政
所

夫
妻
の
養
女
と
な
り
、
十
二
歳
の
天
正
十
四
年
十
二
月
、
女
御
と
し
て
後
宮
へ
入
っ

た
。
な
お
、
前
子
に
つ
い
て
は
、
注（
1
）前
掲
久
保
『
後
水
尾
天
皇
』
第
一
章
・
第

二
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）	

晴
子
に
つ
い
て
は
、
久
保
貴
子
「
朝
廷
の
再
生
と
朝
幕
関
係
」（
久
保
『
近
世
の

朝
廷
運
営
』
収
録　

岩
田
書
院　

一
九
九
八
年
）、
木
村
洋
子
「『
御
湯
殿
の
上
の
日

記
』
に
み
る
女
院
の
生
涯
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
一
二　

二
〇
〇
一
年
）な
ど
を

参
照
の
こ
と
。

（
10
）	

『
言
経
』
慶
長
四
年
八
月
二
十
四
日
条
。

（
11
）	

『
お
湯
殿
』
慶
長
四
年
八
月
四
日
条
。
な
お
、
持
明
院
孝
子
に
つ
い
て
は
、
注

（
7
）前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　

後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
掌
侍
藤
原
孝
子
の
項

を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）	

「
禁
秘
鈔
」
上（『
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
収
録
）に
拠
れ
ば
、
内
侍
の
定
員
は
六

名（
正
は
四
名
、
権
は
二
名
）で
あ
る
。

（
13
）	

『
時
慶
』
慶
長
五
年
七
月
二
十
九
日
条
、
同
七
年
三
月
六
日
条
な
ど
か
ら
、
晴
子

に
仕
え
る
女
房
で
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。

（
14
）	

『
時
慶
』
慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
、『
お
湯
殿
』
同
日
条
。
付
言
す
る
と
、「
新
」

の
字
か
ら
推
し
て
、「
新
内
侍
」
と
は
、
内
侍
の
う
ち
就
任
期
間
が
最
も
短
い
人
物

を
指
す
語
と
判
断
で
き
る
。

（
15
）	

『
時
慶
』
第
二
巻
は
、
人
名
傍
注
や
索
引
に
お
い
て
、
慶
長
五
年
の
記
事
に
見
え

る
新
典
侍
を
広
橋
兼
勝
の
娘
に
比
定
す
る
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
誤
り
で

あ
る
。

　
　
　

ま
ず
、
兼
勝
の
娘
の
み
つ（
後
の
新
大
典
侍
）が
禁
裏
に
出
仕
す
る
の
は
、
慶
長
五

年
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る（『
お
湯
殿
』
同
日
条
）。
し
か
も
、
慶
長
五
年
・
同

六
年
の
彼
女
は
「
み
つ
御
れ
う
人
」（『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
十
一
月
一
日
条
・
同
月

二
日
条
）、
あ
る
い
は
「
お
ミ
つ
御
娘
人
」（
慶
長
六
年
十
月
十
一
日
「
御
領
知
方

帳
」〈
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
「
勧
修
寺
家
文
書
」〉）と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
慶
長
六
年
以
前
の
新
典
侍
を
、
広
橋
兼
勝
の
娘
に
比
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
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で
は
、
新
典
侍
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
時
慶
』
慶

長
五
年
八
月
十
六
日
条
の
「
則
新
典
侍
ノ
局
就
親
類
局
ニ
御
預
也
」
と
い
う
記
述
だ
。

時
子
が
新
典
侍
に
預
け
ら
れ
た
際
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
彼
女
が
時
慶
や

時
子
の
親
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
『
時
慶
』
慶
長
五
年
十
月
二
十
四
日

条
の
「
松
木
ヘ
見
舞
、
新
典
侍
局
御
勘
気
無
心
元
旨
申
候
」
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

は
新
典
侍
が
後
陽
成
の
勘
気
に
ふ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
時
慶
が
公
家
の
松
木
家
を

見
舞
い
、
彼
女
の
境
遇
に
つ
い
て
「
無
心
元
旨
」
を
申
し
た
と
の
意
味
で
あ
る
が
、

こ
の
記
事
は
新
典
侍
が
松
木
家
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
事
実
を
示
唆
す
る
。

　
　
　

そ
こ
で
、『
系
図
纂
要
』（
名
著
出
版
）等
で
西
洞
院
家
や
松
木
家
の
系
譜
を
確
認

す
る
と
、
飛
鳥
井
家
を
介
す
る
形
で
両
家
が
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
松
木
家
の
当
主
宗
満（
慶
長
五
年
段
階
で
は
故
人
）が
、
時
慶
の

父
方
の
従
兄
弟（
宗
満
の
実
父
は
飛
鳥
井
雅
春
、
時
慶
の
実
父
僧
覚
澄
は
雅
春
の
兄

弟
）と
な
る
。

　
　
　

以
上
か
ら
、
新
典
侍
は
公
家
の
松
木
家
出
身
の
女
性
で
、
時
慶
や
時
子
の
親
類
と

判
断
で
き
よ
う
。
な
お
、『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
は
、
内
侍
と
な
っ

た
時
子
が
新
典
侍
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
を
、「
新
大
す
け
殿
御
あ
つ
か
り
な
り
」
と

記
す
が
、
こ
れ
は
、
新
典
侍（
し
ん
す
け
）を
「
新
大
す
け（
新
大
典
侍
）」
と
書
き

誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

（
16
）	

『
時
慶
』
第
五
巻
は
、
人
名
傍
注
や
索
引
に
お
い
て
、
高
雲
院
を
皇
女
と
す
る
が
、

正
し
く
は
皇
子
で
あ
る（
注（
7
）前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　

後
陽
成
天
皇
実
録
』
第

二
巻
、
一
〇
一
二
頁
―
一
五
頁
の
皇
子
某
の
項
を
参
照
）。

（
17
）	

『
お
湯
殿
』
慶
長
六
年
七
月
一
日
条
か
ら
、
新
典
侍（
松
木
氏
女
）が
こ
の
日
の
朝

の
御
盃
を
勤
仕
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
彼
女
の
禁
裏
に
お
け

る
活
動
は
確
認
で
き
な
い
。

（
18
）	

『
お
湯
殿
』
慶
長
六
年
十
一
月
二
十
八
日
条
。
な
お
、
慶
長
七
年
四
月
二
十
八
日
、

時
子
は
禁
裏
近
く
の
石
薬
師
で
屋
敷
地
を
拝
領
し（
登
谷
伸
宏
「
近
世
に
お
け
る
公

家
町
の
形
成
に
つ
い
て
」〈
登
谷
『
近
世
の
公
家
社
会
と
京
都
』
思
文
閣
出
版　

二

〇
一
五
年
〉
四
五
頁
を
参
照
の
こ
と
）、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
同
地
に
建
て
ら

れ
た
自
身
の
屋
敷
を
初
め
て
訪
れ
て
い
る
。

（
19
）	

後
陽
成
の
誕
生
は
、
元
亀
二
年
十
二
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る（『
お
湯
殿
』
同
日

条
）。

（
20
）	

『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
記
の
九
月
十
五
日
条
・
十
月
十
五
日
条
・
十
二
月
十
五
日

条
。

（
21
）	

時
子
出
仕
直
後
の
慶
長
五
年
八
月
十
八
日
、
時
慶
は
長
橋
局（
持
明
院
孝
子
）に

「
手
次
ノ
様
」
を
尋
ね
て
い
る
。
彼
女
が
お
よ
そ
一
年
前
「
新
内
侍
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
と
や
、「
手
次（
手
継
）」
が
代
々
受
け
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
な

ら
、
内
侍
時
子
の
職
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
文
書
・
記
録
に
つ
い
て
、
時
慶
が
長

橋
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
日
に
は
、
時
子
が
時

慶
に
「
イ
ロ
ハ
」
を
所
望
し
、
時
慶
が
こ
れ
を
書
い
て
送
り
届
け
て
い
る
。
こ
れ
は

イ
ロ
ハ
の
手
本
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
慶
の
動
き
も
、

時
子
の
禁
裏
に
お
け
る
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
行
動
と
見
ら
れ
る
。

（
22
）	

こ
の
「
朱
印
」
の
発
給
者
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
お

く
。

　
　
　

豊
臣
政
権
で
「
朱
印
」
と
い
う
の
は
、
通
常
、
秀
吉
の
発
給
文
書
を
指
す
が
、
こ

の
時
、
彼
が
既
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
こ
の
「
朱
印
」
は
秀
吉

朱
印
を
捺
し
た
文
書
で
は
な
い
、
と
い
う
見
方
が
生
じ
る
。
と
す
れ
ば
、
誰
が
発
給

し
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
文
書
が
渡
さ
れ
た
慶
長
五
年
八
月
、
す
な
わ
ち

関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
政
治
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
二
大
老（
毛
利
輝
元
・
宇
喜
多
秀
家
）、

も
し
く
は
四
奉
行（
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・
長
束
正
家
）、
あ
る
い
は

二
大
老
と
四
奉
行
が
出
し
た
新
知
給
付
の
文
書
が
「
朱
印
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。

　
　
　

し
か
し
一
方
で
、
二
大
老
や
四
奉
行
の
連
署
状
に
花
押
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
点
、
あ
る
い
は
、
新
内
侍
の
持
明
院
孝
子
が
、
時
子
出
仕
の
お
よ
そ
一
年
前
に
長

橋
局
と
な
り
、
禁
裏
で
「
新
内
侍
」
と
呼
ば
れ
る
女
官
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
な
ら
、
か
つ
て
秀
吉
が
「
新
内
侍
」
へ
出
し
た
新
知
給
付
の
朱
印
状
が
豊
臣
政

権
の
了
解
の
も
と
で
、「
朱
印
」
と
し
て
時
子
に
渡
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
朱
印
」
の
発
給
者
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、

現
時
点
で
は
、
豊
臣
政
権
が
発
給
し
た
新
知
給
付
の
文
書
と
い
う
解
釈
し
か
提
示
で

き
な
い
。
な
お
、
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
白
峰
旬
「
豊
臣
公

西洞院時子の禁裏出仕
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儀
と
し
て
の
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
」（『
史
学
論
叢
』
四
六　

二
〇
一
六
年
）、
中

野
等
『
石
田
三
成
伝
』
第
八
章（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
七
年
）な
ど
を
、
二
大
老
や

四
奉
行
ら
の
連
署
状
に
つ
い
て
は
、
谷
徹
也
「
石
田
三
成
発
給
文
書
目
録
稿
」（
谷

編
『
シ
リ
ー
ズ
織
豊
大
名
の
研
究
7　

石
田
三
成
』
戎
光
祥
出
版　

二
〇
一
八
年
）

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
23
）	

『
時
慶
』
慶
長
五
年
八
月
十
九
日
条
に
は
「
新（時
子
）

内
侍
知
行
高
嶋
ノ
水
帳
書
写
候
」

と
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

（
24
）	

慶
長
六
年
十
月
、
時
子
は
松
崎
と
久
我
の
二
箇
所
で
計
百
石
の
所
領
を
給
付
さ
れ

て
い
る（
注（
15
）前
掲
慶
長
六
年
十
月
十
一
日
「
御
領
知
方
帳
」）。

（
25
）	

時
子
の
禁
裏
退
出
後
も
、
時
慶
は
時
子
領
の
支
配
に
携
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
慶

長
十
五
年
九
月
二
十
一
日
、
彼
は
京
都
所
司
代
の
板
倉
勝
重
に
、
時
子
領
の
百
姓
た

ち
の
不
届
に
つ
い
て
申
し
遣
わ
し
て
い
る
。
な
お
、
時
子
が
後
陽
成
か
ら
暇
を
出
さ

れ
た
後
、
彼
女
の
所
領
が
没
収
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

彼
女
は
所
領
百
二
十
石
を
有
し
て
い
た（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
大
内
日
記
」
二
）。

（
26
）	

松
薗
斉
「
戦
国
時
代
の
禁
裏
女
房（
二
）」（
松
薗
『
中
世
禁
裏
女
房
の
研
究
』
収

録　

思
文
閣
出
版　

二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
）二
九
一
頁
～
九
三
頁
。

（
27
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
口
和
夫
「
近
世
の
家
職
」（
山
口
『
近
世
日
本
政
治
史

と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
七
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）二
七
五
頁
・
二
七
六

頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
28
）	

時
慶
が
後
陽
成
に
供
奉
し
て
聚
楽
第
へ
赴
い
た
事
実
や（「
天
正
年
中
聚
楽
亭
両
度

行
幸
日
次
記
」『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
上
収
録
）、
豊
臣
政
権
期
の
時
慶
が
高
島
郡

内
の
石
庭（
石
場
）村
に
所
領
五
十
石
を
有
し
て
い
た
事
実（
拙
稿
「
天
正
・
文
禄
・

慶
長
期
に
お
け
る
公
家
家
臣
の
境
涯
」〈
細
川
涼
一
編
『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
7　

生
・
成
長
・
老
い
・
死
』
収
録　

竹
林
舎　

二
〇
一
六
年
〉
二
五
三
頁
・
二
五
四

頁
）を
踏
ま
え
る
と
、
聚
楽
第
行
幸
の
際
、
時
慶
も
高
島
郡
内
で
所
領
を
加
増
さ
れ
、

天
皇
・
朝
廷
へ
の
「
御
奉
公
」
に
励
む
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
29
）	

注（
1
）前
掲
神
田
「
織
豊
期
の
後
宮
女
房
」
二
五
二
頁
の
ほ
か
、
山
口
和
夫
「
統

一
政
権
成
立
と
朝
廷
の
近
世
化
」（
注（
27
）前
掲
山
口
著
書
収
録
、
初
出
一
九
九
六

年
）三
八
頁
・
三
九
頁
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
中
山
親
子
に
つ
い
て
は
、
注（
7
）

前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　

後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
典
侍
藤
原
親
子
の
項
を
参

照
の
こ
と
。

（
30
）	

戦
国
期
は
、
地
方
に
在
国
し
て
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
ま
な
い
公
家
が
目
立

ち（
富
田
正
弘
「
戦
国
期
の
公
家
衆
」〈『
立
命
館
文
学
』
五
〇
九　

一
九
八
八
年
〉

や
、
菅
原
正
子
「
公
家
衆
の
『
在
国
』」〈
菅
原
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川

弘
文
館　

一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
一
年
〉
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）、
ま
た
禁
裏

の
上
級
女
官
の
な
か
に
は
、
実
家
か
ら
の
支
援
が
困
難
と
な
っ
て
、
女
官
の
地
位
を

退
く
者
が
出
て
い
た
。
さ
ら
に
後
奈
良
天
皇
在
位
期
に
は
、
内
侍
の
補
充
を
行
お
う

と
し
て
公
家
に
い
ろ
い
ろ
と
声
を
か
け
た
も
の
の
、
経
済
的
な
負
担
の
問
題
か
ら
、

こ
れ
に
応
じ
る
家
が
な
か
な
か
出
な
い
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
た（
松
薗
斉

「
戦
国
時
代
の
禁
裏
女
房（
一
）」〈
注（
26
）前
掲
松
薗
著
書
収
録
、
初
出
二
〇
一
五

年
〉
二
七
一
頁
、
二
七
九
頁
～
二
八
一
頁
）。

（
31
）	

実
際
、
戦
国
期
の
公
家
衆
の
流
寓
で
揺
ら
い
だ
天
皇
の
公
家
に
対
す
る
支
配
は
、

豊
臣
政
権
の
も
と
で
再
確
立
す
る（
注（
29
）前
掲
山
口
論
文
五
五
頁
・
五
六
頁
）。

（
32
）	

村
山
修
一
『
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
と
京
都
』（
塙
書
房　

二
〇
〇
九
年
）三
三
頁

～
四
九
頁
、
一
六
九
頁
。

（
33
）	

時
子
の
禁
裏
出
仕
に
時
慶
が
積
極
的
で
あ
っ
た
今
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
。
娘
が

禁
裏
の
女
官
と
な
り
、
さ
ら
に
天
皇
の
子
を
出
産
す
れ
ば
、
家
の
誉
れ
に
な
る
と
い

う
点
も
想
定
で
き
よ
う
。

（
34
）	

こ
の
小
稿
で
取
り
上
げ
た
西
洞
院
家
の
よ
う
な
事
例
が
、
他
の
公
家
の
家
で
も
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

こ
の
小
稿
は
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事

業
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
一
八
Ｋ
〇
〇
九
四
四
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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